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(54)【発明の名称】 液晶パネルの温度上昇防護システム

(57)【要約】
【課題】  液晶パネルの温度上昇防護システムにおい
て、液晶パネルが熱的な影響を受け易く、コンテンツの
表示が、不可能となる課題があった。
【解決手段】  機器１と、機器１に制御指令を行うため
の表示手段としての液晶パネル３と、液晶パネル３に付
随したバックライトとしての光源手段８とからなり、液
晶パネル３の背部に断熱材１０を有する構成としてあ
る。外部熱源からの伝熱に対しては、断熱材により影響
を少なくすることができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  様々な機能を実現するための制御を行う
機器と、機器に制御指令を行うための表示手段としての
液晶パネルと、液晶パネルに付随したバックライトとし
ての光源手段とからなり、前記液晶パネルの背部に断熱
材を構成した液晶パネルの温度上昇防護システム。
【請求項２】  様々な機能を実現するための制御を行う
機器と、機器に制御指令を行うための表示手段としての
液晶パネルと、液晶パネルに付随したバックライトとし
ての光源手段とからなり、前記液晶パネルおよび光源手
段およびこれらを制御する制御手段を前記機器から分離
する構成とした液晶パネルの温度上昇防護システム。
【請求項３】  機器は加熱機器で、人体検出手段、操作
スイッチ、タイマ、熱検出素子のいずれかにより光源手
段を適宜消灯する構成とした請求項１または２記載液晶
パネルの温度上昇防護システム。
【請求項４】  様々な機能を実現するための制御を行う
機器と、制御手段とをワイヤレスで通信する信号伝送手
段を設ける構成とした請求項２記載の液晶パネルの温度
上昇防護システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶パネルの温度
上昇を防ぐシステムに関する。
【０００２】
【従来の技術】以下、従来の液晶パネルの機器に組込ん
だ構成を図面を参照しながら説明する。従来、この種の
液晶パネルを組み込んだ機器（電子レンジ１０１）とし
ては図７に示されている構成であった（特開平１１－２
２９７６号公報）。この例では、液晶パネル１００に、
料理手順や、レシピを表示していた。この液晶パネルと
しては、ＳＴＮ（スーパーツイストネマチック液晶）
や、ＴＦＴ（thin film transistor）液晶が利用でき
る。しかし、このような液晶の構成要素として、偏光板
があり、この偏光板は、熱に弱く不可逆性である。すな
わち、一度熱により、組成が変性してしまうと、コンテ
ンツの表示が、不可能となる課題があった。特にカラー
液晶パネルは、特に表示不能状態や、色合いが悪く表示
される課題が発生する。
【０００３】また、ＳＴＮの液晶パネルは、パネルの保
存温度で、６０℃以下、動作温度で４５℃以下でしか、
安定に表示できない。また、ＴＦＴ液晶は、ＳＴＮ液晶
に比べて、温度特性は、多少改善されるが、それでも、
パネルの保存温度で８０℃以下、動作温度で５０℃以下
にしなければその特性は保証できなかった。
【０００４】本発明は上記の課題を解決するもので、液
晶パネルの温度上昇を抑え、安定したコンテンツの表示
を行い液晶パネルの温度上昇防護システムを提供するこ
とを目的とする。
【０００５】
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【課題を解決するための手段】前記従来の課題を解決す
るために、本発明の液晶パネルの温度上昇防護システム
は、様々な機能を実現するための制御を行う機器と、機
器に制御指令を行うための表示手段としての液晶パネル
と、液晶パネルに付随したバックライトとしての光源手
段とからなり、液晶パネルの背部に断熱材を有する構成
としてある。
【０００６】これによって、液晶パネルの背部に断熱材
を有しているので、外部からの伝熱を抑えられるので、
液晶パネルの温度上昇を抑えることが可能となる。
【０００７】
【発明の実施の形態】請求項１に係わる本発明は、様々
な機能を実現するための制御を行う機器と、機器に制御
指令を行うための表示手段としての液晶パネルと、液晶
パネルに付随したバックライトとしての光源手段とから
なり、液晶パネルの背部に断熱材を有する構成としてあ
る。熱機器に組み込まれた液晶パネルは、外部熱源から
の伝熱に対しては、断熱材により影響を少なくすること
ができる。
【０００８】請求項２に係わる本発明は、様々な機能を
実現するための制御を行う機器と、機器に制御指令を行
うための表示手段としての液晶パネルと、液晶パネルに
付随したバックライトとしての光源手段とからなり、液
晶パネルおよび光源手段およびこれらを制御する制御手
段を前記機器から分離する構成を有する。液晶パネルお
よび光源手段は、機器から分離されているので、機器か
ら発生する伝熱を防ぐので、液晶パネルの温度上昇を抑
えることができる。
【０００９】請求項３に係わる本発明は、機器は加熱機
器で、人体検出手段、操作スイッチ、タイマ、熱検出手
段のいずれかにより光源手段を適宜消灯する構成を有す
る。これら手段により、光源手段から発生する伝熱を抑
えるので、液晶パネルの温度上昇をさらに押さえること
ができる。
【００１０】請求項４に係わる本発明は、様々な機能を
実現するための制御を行う機器と、制御手段をワイヤレ
スで通信する構成を有する。液晶パネルを構成する制御
手段と機器との間では、ワイヤレスで信号を送信するの
で、機器からの温度上昇の影響はまったく受けない。
【００１１】
【実施例】以下、実施例について説明する。
【００１２】（実施例１）以下、本発明の液晶パネルの
温度上昇防護システムの実施例１について図面を参照し
ながら説明する。
【００１３】図１は、電子レンジにカラーの液晶パネル
を組み込んだ概観図である。１は機器である電子レン
ジ、２は食品を出し入れするドア、３は表示手段である
液晶パネル、４はドアパネルに設けさまざまな制御を行
うスイッチ群、５は温度設定をするためのつまみであ
る。スイッチ群４やつまみ５により、液晶パネルに料理
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3
の写真や、材料、作り方を表示するものである。
【００１４】図２は、カラー液晶パネルの断面図であ
る。
【００１５】６は液晶パネルのガラス、７は偏光板、８
は光源手段であるバックライト、９はバックライトに電
力を供給するインバーター電源、１０はバックライト８
の背部に構成した断熱材である。ドアに取り付けられた
カラーの液晶パネル３は加熱室内からの熱伝達を断熱材
１０により抑えることができる。また、バックライト８
の熱は前面のガラス６より放熱される。
【００１６】この構成により、ドアに組み込まれたカラ
ーの液晶パネル３は、動作温度以下に保たれコンテンツ
の表示も見やすく安定して動作することが可能となる。
【００１７】（実施例２）以下、本発明の液晶パネルの
温度上昇防護システムの実施例２について図面を参照し
ながら説明する。図３は、電子レンジにカラーの液晶パ
ネルを組み込んだ概観図である。なお、実施例１と同じ
構成要素には同一番号を付与して詳細な説明を省略す
る。
【００１８】実施例１と異なるところは、液晶パネルお
よび光源手段およびこれらを制御する制御手段を機器か
ら分離する構成としているところである。機器１から分
離したコントローラ６、液晶パネル３、スイッチ群４、
つまみ５等を制御する制御手段７、分離されたコントロ
ーラ６と機器１とはワイヤードにより信号伝送を行って
いる。
【００１９】本発明において、液晶パネルおよび光源手
段は、機器から分離されているので、機器から発生する
伝熱は、空気の断熱も加わり、さらに液晶パネルの温度
上昇を抑えることができる。
【００２０】また、ドアパネル２には冷却ファンを構成
することは困難であったが、分離構成であれば、コント
ローラ６内に冷却ファンを設けることもでき、液晶パネ
ルの安定動作を実現することはさらに容易となる。
【００２１】また、コントローラ６は分離して機器１の
上にも下にも置く構成（図４はコントローラ６を下に置
いた構成を示す）が可能となり、使用者には設置の制約
をうけず、スイッチ群４をアイレベルに持ってくること
も可能で操作性が向上するという効果がある。
【００２２】また、コントローラ６を分離することによ
って、カラー液晶の選定がＴＦＴ液晶の温度条件からＳ
ＴＮの温度条件へと変更でき、比較的低価格なＳＴＮカ
ラー液晶にて実現でき、全体システムのコストを低減す
る効果がある。
【００２３】（実施例３）請求項３に係わる本発明は、
機器は加熱機器で、人体検出手段、操作スイッチ、タイ
マ、熱検出手段のいずれかにより光源手段を適宜消灯す
る構成を有する。図５は、電子レンジにカラーの液晶パ
ネルを組み込んだ概観図である。なお、実施例１と同じ
構成要素には同一番号を付与して詳細な説明を省略す
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る。
【００２４】実施例１、２と異なるところは、人体検出
手段１１を設けたところである。人体検出手段１１とし
ては、赤外線センサや、フォトインタラプタのような光
電センサなどさまざまな方法があるが、本発明実施例で
はいずれの構成でもよい。すなわち、機器の動作を行う
ために、機器の前に使用者が来た時に、人体検出手段１
１が、作動してバックライト８を点灯すれば、バックラ
イトからの伝熱は発生しない。また、消費電力も抑える
ことが可能となる。
【００２５】また、バックライトからの伝熱や、消費電
力を抑える方法としては、スイッチ群４の操作（電源ス
イッチも含む）、ドアの開閉、制御手段７のマイコンに
よるタイマによるバックライト８の消灯、また、バック
ライト８に熱検出手段を設けてある温度以上になったら
バックライト８の消灯を行うという制御、いずれでもよ
い。
【００２６】本発明によれば、これら手段により、光源
手段から発生する伝熱を抑えるので、液晶パネルの温度
上昇をさらに押さえることや、バックライト８の消費電
力を抑えることができる。
【００２７】（実施例４）請求項４に係わる本発明は、
様々な機能を実現するための制御を行う機器と、制御手
段をワイヤレスで通信する構成を有する。図６は、電子
レンジにカラーの液晶パネルを組み込んだ概観図であ
る。なお、実施例１、２と同じ構成要素には同一番号を
付与して詳細な説明を省略する。
【００２８】実施例１、２と異なるところは、コントロ
ーラ６と、機器１との信号伝送をワイヤレスで、行うと
ころである。１２はコントローラ６側に設けた信号伝送
手段、１３は機器１側に設けた信号伝送手段であり、コ
ントローラ６と機器１の間では双方向に制御信号をワイ
ヤレスで通信する。
【００２９】本発明によれば、コントローラ６と機器１
との間では、ワイヤレスで信号を送信するので、液晶パ
ネル３への機器１からの温度上昇の影響はまったく受け
ないし、コントローラ６はキッチンの流し台のところで
も操作が可能となる。本発明においてワイヤレスで送信
する方法としては、赤外線、無線等（ブルートウース、
ＰＨＳ、特定小電力等）の方法での信号伝送は可能であ
り、無線を使用すれば、設置フリーとなり、使用者のキ
ッチン空間の条件に左右されない効果がある。
【００３０】
【発明の効果】請求項１に係わる本発明は、様々な機能
を実現するための制御を行う機器と、機器に制御指令を
行うための表示手段としての液晶パネルと、液晶パネル
に付随したバックライトとしての光源手段とからなり、
液晶パネルの背部に断熱材を有する構成としてあるの
で、ドアに組み込まれたカラーの液晶パネルは、動作温
度以下に保たれ、コンテンツの表示も見やすく安定して
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動作する効果がある。
【００３１】請求項２に係わる本発明は、様々な機能を
実現するための制御を行う機器と、機器に制御指令を行
うための表示手段としての液晶パネルと、液晶パネルに
付随したバックライトとしての光源手段とからなり、液
晶パネルおよび光源手段およびこれらを制御する制御手
段を前記機器から分離する構成なので、スイッチ群をア
イレベルに持ってくることも可能で操作性が向上すると
いう効果がある。また、コントローラを分離することに
よって、カラー液晶の選定がＴＦＴ液晶の温度条件から
ＳＴＮの温度条件へと変更でき、比較的低価格なＳＴＮ
カラー液晶にて実現でき、全体システムのコストを低減
する効果がある。
【００３２】請求項３に係わる本発明は、機器は加熱機
器で、人体検出手段、操作スイッチ、タイマ、熱検出手
段のいずれかにより光源手段を適宜消灯する構成なの
で、光源手段から発生する伝熱を抑えるので、液晶パネ
ルの温度上昇をさらに押さえることや、バックライトの
消費電力を抑える効果がある。
【００３３】請求項４に係わる本発明は、様々な機能を
実現するための制御を行う機器と、制御手段をワイヤレ
スで通信する構成なので、コントローラは設置フリーと
なり、使用者のキッチン空間の条件に左右されない効果
がある。 *

6
*【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例１における液晶パネルの温度上
昇防護システムの概観図
【図２】同実施例１の液晶パネルの断面構成図
【図３】本発明の実施例２における液晶パネルの温度上
昇防護システムの概観図
【図４】本発明の実施例２における液晶パネルの温度上
昇防護システムの概観図
【図５】本発明の実施例３における液晶パネルの温度上
昇防護システムの概観図
【図６】本発明の実施例４における液晶パネルの温度上
昇防護システムの概観図
【図７】従来の液晶パネルを機器に組込んだ構成を示す
図
【符号の説明】
１  機器
３  液晶パネル
６  コントローラ
７  制御手段
８  バックライト
１０  断熱材
１１  人体検出手段
１２  、１３  信号伝送手段

【図１】 【図２】
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摘要(译)

在液晶面板的温度上升保护系统中，存在液晶面板容易受热影响，无法
显示内容的问题。 解决方案：在液晶面板3的背面将设备1，作为向设备
1发出控制命令的显示设备的液晶面板3和作为背光源的光源设备8附加到
液晶面板3上。 提供了材料10。 来自外部热源的热传递受隔热材料的影
响较小。
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